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文部科学省が今年４月に実施した、平成 31 年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査の結果について、全

国を基準とした経年推移等によって、本校の学力や学習の状況を保護者の皆様にお知らせします。結果によると、

生徒の生活習慣と学力には相関関係があることから、引き続き、保護者の皆様にもご協力をお願いいたします。 

 

 

 

学力調査結果の中から、本校と全国の経年比較（対全国比）をお知らせします。 

  （※今年度より、Ａ・Ｂ問題が一体化されましたので、グラフを分けています。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問紙調査結果の中から、主な項目について、本校と全国の経年比較をお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業時間以外、普段（月～金）１日の勉強時間【30分以上】 

 

平成 31 年度（令和元年度） 全国学力・学習状況調査の結果について 

＜学力調査結果の概要＞ 
○国語について 

 →「関心・意欲・態度」「書く力」で高い正答率が表れていた。一方で「語句についての知 

識」が定着していない生徒が多く見られた。 

○数学について 

 →「数量や図形などについての知識・理解」の正答率は全国を上回っていた。しかし、「数 

学的な技能・資料の活用」は苦手とする生徒が多かった。 

○英語について 

 →すべての分野で高い正答率が見られた。なかでも「記述」「書く力」に関する問題は非常 

に良くできていた。 

※本調査は、平成 19 年度から実施されています。 

※平成 23 年度は中止(東日本大震災)、平成 24 年度は一部の学校を対象にした抽出調査のため、掲載していません。 

※英語の「話すこと」調査は、全国で実施していない自治体がある等、【参考値】として公表されることから、対

全国比は掲載していません。 

＜質問紙調査結果の概要＞ 
 昨年度から課題であった家庭学習については、フォーサイトの活用などの取り組みにより生徒の

自身が家庭学習を意識するようになってきたように思えます。家庭学習をする割合が上がり、その

中でも 1時間以上取り組む割合は全国を上回りました。また、計画を立てて勉強に取り組む割合も

昨年度より上昇しました。 

 図書室の利用率も上がり、本への興味・関心も高まっていることがわかりました。授業での図書

室利用を増やすなどして、生徒の興味を維持していきたいです。 

令和元年９月３０日 
枚方市立長尾西中学校 

※次ページ以降に、「各教科に関する調査」「質問紙調査」における詳細な結果について公表しております。 

結果から「家庭学習」と「計画を立てる」という意識を生徒が少しずつ持ててきました。フォー

サイトなどの活動を通して「自分を管理する力」を身につけられる取り組みをしていきます。 

授業では「論理的に相手に伝える力」を養うような活動を取り入れ、教科の枠を越えて学校全体

で研究していきます。 

 

※調査結果について 

教科や出題範囲が限られていることから、 

全国学力・学習状況調査により測定できるのは、学力の特定の一部分です。 

※帯グラフは、左から「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」「どちらかといえば当てはまらない」

「あてはまらない」を示しています。 

※折れ線グラフは、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計数値となっています。 

※無回答があるため、帯グラフの合計数値は100にならない場合もあります。 

本校 

全国 

【全体概要】 

学力調査の結果 

 

質問紙調査の結果 

 

まとめ 

 

授業時間以外、普段（月～金）１日の勉強時間【1時間以上】 

 

自分で計画を立てて勉強している 昼休みや放課後などに、学校図書室や地域の図書館に

どれくらい行きますか。 
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＜国語＞  成果や課題があった設問 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果】                                            【課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜数学＞ 

成果や課題があった設問 

[成果] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [課題]  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正答率 無解答率 

本校 60.7 0.0 

全国 69.7 0.3 

 正答率 無解答率 

本校 64.7 7.3 

全国 60.4 8.9 

 正答率 無回答率 

本校 81.2 1.3 

全国 75.8 5.2 

 正答率 無回答率 

本校 10.8 12.1 

全国 15.4 11.6 

教科に関する調査 

【詳細について】 

問題の概要（見出し） 問題の概要（見出し） 

（考察） 

 会話文全体の内容を把握したう

えで、その後の会話にふさわしい

内容を自分で考えて文章を構成す

るという問題であった。無解答率

からみても「自分の考えを書く」

ということには抵抗がないように

感じる。会話の大事な部分を理解

する能力も高いことがわかる。日

ごろの授業で条件付の文章を頻繁

に書いていることもあり、苦手意

識を持たずに取り組めた。 

（考察） 

 会話での発言の役割を論

理的に理解できているかと

いう問題であった。発表や話

し合いは授業中に設けてい

るが、発言ごとにどんな意図

があり、どのような効果があ

るかということを考えるこ

とはできていなかった。自分

の発言の意図や効果を論理

的に振り返る活動が必要で

あることがわかった。 

証明に用いた前提や照明の根拠、結論を

整理することができた。本問では、正方形

の性質や三角形の合同条件を用いて 2 つの

線分の長さが等しいことを証明した。考察

して分かったことを振り返り、図形の形を

変えても同じ結論が成り立つための前提を

見いだすことができた。証明の根拠として

用いる「三角形の合同条件」を理解できて

いると考えられる。 

 

この問題の出題趣旨は、数学的に表現したことを事象に即して解釈することである。与えられた表

から必要な情報を選択したり、グラフを事象に即して捉える力が求められる。方程式や使用年数につ

いての記述がなかったり、使用年数を求める方法について誤った記述をしていたと考えられる。また、

「交点の座標を読み取る」ことを記述しているが、「使用年数の値を読み取る」ことについての記述が

不完全であった。 
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－５－ 

＜英語＞ 

成果や課題があった設問 

【成果】                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正答率 無解答率 

本校 56.9 4.6 

全国 41.2 8.7 

 正答率 無解答率 

本校 29.1 1.3 

全国 32.8 1.0 

（考察） 

 説明文とその前後にある対話を読ん

で、論理的に理解し、書き手が最も伝え

たい内容を選択する問題だった。正答率

から見てわかるように、筆者の伝えたい

ことが理解できた生徒が少ない。授業で

まとまった文章を掲示するなどして、筆

者が何を伝えたいかを論理的に考える

必要があると感じた。 

（考察） 

 与えられた情報に基づいて、ある女性

を説明する英文を書く問題であった。

日々の授業で条件を掲示し、英文を書く

という作業を行っているため、無解答率

が少なく、問題に抵抗なく取り組めたよ

うに思われる。 

読解 

表現 



  

4 

 
－６－ －７－ 

 

 

 

【成果のあった項目】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題が残った項目】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）授業改善について 

 昨年度につづき「論理的に相手に伝える力」を生徒に身に着けさせたい力として全教科で「授業づ

くり」を行っています。合わせて「主体的・対話的で深い学び」を実現するために、教科会議を充実

させ、単元を見通した学習計画の作成や教員研修を行っています。生徒が一人で「考える」場面をし

っかり持ち、「考え方」を学びあうことで学びの多様性を実感できるような授業をめざし、クラスや

学年だけでなく学校全体で授業の質を向上できるように取り組んでいます。 

 

（２）学習規律について 

 フォーサイト手帳による持ち物・宿題の管理や、チャイム着席や授業態度に関する生徒会による取

り組みなどを通じて学習規律の大切さを生徒に伝えています。学習の動機づけを意識させて「聴く」

姿勢をしっかり維持できるよう生徒に呼びかけていきます。 

 

（３）家庭学習について 

 本校の課題でもある「家庭学習」への取り組みは大きく２つあります。 

１つ目はフォーサイト手帳です。生徒が計画を持って家庭学習ができるように次の日の予定・提出

物などを書くなど、学習時間を計画するためのノートです。目標に向かって計画を立てて見通しを持

つことと時間を大切にし、学習する生徒を育成しています。 

２つ目は自学自習ノート（きらきらノート）です。自分で課題となるところを見つけコツコツと努

力する生徒を育成するために取り組んでいます。家庭学習をするためのノートで定期的に回収などを

しています。自学自習の例として参考になるノートを廊下に掲示しています。 

授業で自分の考えを発表する機会では，自分の考えがうま

く伝わるよう，資料や文章，話の組み立てなどを工夫して

発表していたと思う 

（考察） 

 「論理的に相手に伝える力」をテーマにした

各教科での取り組みが数値に表れています。「自

分の考え」を授業の中で考えさせることにより、

どのように伝えれば理解されるのか、というこ

とを意識することができています。国語・英語

は全国を上回る意識が見て取れました。 

「工夫」に関しては昨年度よりも上昇してい

るものの全国と比べればまだまだ課題が見られ

ました。「自分の考え」を伝える「工夫」の種類

や方法を身につけられる授業を実践していきま

す。 

（考察） 

 昨年度と比べ、自己肯定感に関する調査の結

果が下がっていました。「人の役に立つ人間にな

りたい」という項目では全国の割合よりも低か

った。総合的な学習の時間や特別活動だけでな

く教科の中でも自己肯定や社会貢献につながる

成功体験や、自信を持つことのできる機会を増

やしていく必要があります。 

 学級の中での話し合いでも昨年度を下回る結

果が出ました。学級の中でのつながりを大切に

して、道徳をはじめとして様々な教科で自分の

考えを見つめる場面を今以上に取り入れていき

ます。 

分析結果を踏まえて今年度中に取り組んでいくこと 

 

質問紙に関する調査 
※帯グラフは、左から「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」「どちらかといえば当て 

はまらない」「あてはまらない」を示しています。 

※折れ線グラフは、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計数値となっています。 

※無回答があるため、帯グラフの合計数値は100にならない場合もあります。 

本校 

全国 

国語の授業では、目的に応じて、自分の

考えを話したり書いたりしている 

原稿などの準備をすることなく、（即興で）自分の考えや気

持ちなどを英語で伝え合う活動が行われていたと思う 

人の役に立つ人間になりたい 自分には、よいところがあると思う 

学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考

えを深めたり、広げたりすることができていると思う 


